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1. 研究の目的	
 
	
 本研究グループでは、2011年より季節性のイ

ンフルエンザを事例として、東京都23区におけ

る都市・建築空間の利用状況と感染症の流行動

態の関連について統計的な分析を行ってきた。	
 

その結果、区の感染率と用途別延床面積には何

らかの相関性が見られることや、23区全域にお

ける感染の空間的な拡大・収束が単純なパター

ンを示す年度において用途別延床面積に基づ

く感染率の予測精度が高くなる傾向を明らか

にした。これらの先行研究は、区を空間単位と

するデータに基づいたマクロスケールの考察

であったが、本稿では、さらに小さな地区を空

間単位とする考察に展開することで、感染率と

空間利用状況について詳細な分析を目指す。	
 

	
 

2.	
 研究の方法	
 

	
 インフルエンザ感染者数の集計における最

小単位は個々の医療機関（以下、定点）である

ことから、定点ごとの感染者数とその周辺の空

間利用状況の関連性について分析を試みる。具

体的には、定点を中心とするエリアを定点エリ

アと定義して、感染率（定点における感染者数

/定点エリア内の人口）を目的変数とし、定点

エリア内の建蔽率や容積率、用途別延床面積を

説明変数とする重回帰分析を行い、インフルエ

ンザ感染と関連性の高い用途を明らかにする。	
 

	
 分析の際に、地理的情報を扱っていくため、

GIS（地理情報システム）を使用していく。	
 

2.1	
 対象区について	
 

	
 東京都では、区ごとに決められた数カ所の定

点のみにおいて感染者数をサーベイランスし

ており、区に全医療機関の報告を義務づけては

いない。そのため、感染者数サーベイランスの

実施状況は区ごとに大きく異なる。本研究では、

長年に渡って区全体で感染症サーベイランス

に積極的に取り組み、定点の数も多い葛飾区を

対象区に設定した。	
 

	
 
図1	
 葛飾区独自の定点医療機関配置マップ	
 

	
 

2.2	
 使用データについて	
 

	
 感染者数データについては、葛飾区医師会の

協力を得て、全30定点（図１）における感染症

患者の週報告をまとめた「感染症サーベイラン

ス情報」を使用する。感染症サーベイランス情

報では、各週のインフルエンザ感染者数が、生

後6ヶ月/12ヶ月/1歳/2歳/3歳/4歳/5歳/6歳/7

歳/8歳/9歳/10〜14歳/15〜19歳/20〜29歳/30

〜39歳/40〜49歳/50〜59歳/60〜69歳/70〜79

歳/80歳以上の20分類で男女別にデータ化され

ている。本稿では、これらのデータを集計して

各定点における年間52週の感染者数を算出し、
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国勢調査データの人口で除して得られる感染

率を目的変数に設定する。各週のインフルエン

ザ感染者数の集計期間については、先行研究注

1）に準じて25週目から翌年の24週目までとす

る。（表１）	
 

	
 住宅エリアの性格が強い葛飾区では、各定点

においてインフルエンザ感染者の多くを中学

生以下の子供が占める傾向が強い。この理由と

しては、子供が大人に比べて区外へ出る機会が

少なく、自宅の最寄りの医療機関を利用するこ

とや、定点に小児科医院が多いことが考えられ

る。このことから、インフルエンザ感染者数と

空間利用状況の関係を分析する上で、子供との

関係は特に注目することが求められる。そこで、

14歳以下（以下、中学生以下）について年間感

染者数を別途集計して重回帰分析の目的変数

とし、全年齢の感染者数を目的変数とする場合

との比較を試みる。	
 

	
 空間データについては、GIS用の建物ポイン

トデータ注2）の各建物の建築面積データおよび

階数データを用いて指定エリア内における全

建物の建築面積の総和（以下、総建築面積）と

容積の総和（以下、総延床面積）を算出し、国

土交通省国土数値情報注3）から算出した土地面

積で除してエリアの建蔽率および容積率を導

く。	
 

	
 建築用途については、建物ポイントデータで

は38項目に分類されているが、先行研究注4）に

準じて、オフィス・事務所/スポーツ施設/医

療・福祉/運輸/教育/公共施設/集合住宅/宿泊

遊興/商業施設/独立住宅の計10項目にまとめ

て使用する。（図２）	
 

表１	
 各定点の年間感染者数	
 

	
 

	
 
図２	
 建物分類の編集	
 

	
 

2.3	
 定点エリアの設定について	
 

	
 定点を中心とする半径1kmのエリアを定点エ

リアとして設定する。（図2）定点同士の距離

が1km未満である場合は各定点エリアが重なり

合うことになるが、重なったエリアについては、

両定点エリアに属するものと考える。	
 

	
 定点エリア内の人口を求めようとする場合、

人口は丁単位でデータ化されているが、定点エ

リアの領域と丁を単位とする領域が上手く一

致しないため、正確に求めることは難しい。そ

こで、定点エリアに丁の領域の重心が含まれる

場合にはその丁の人口が全て定点エリアに属

するというルールに基づいて、定点エリアの人

口を概算的に算出する。（図３）（図４）	
 

	
 

	
 
図３	
 定点エリアの設定	
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図４	
 	
 データを抽出するための定点エリア	
 

	
 

3. 重回帰分析による結果	
 
3.1	
 感染率と空間利用状況	
 	
 

	
 感染率を目的変数とした分析結果を（表２）

に示す。相関関係の強さを表す重相関Ｒの値が

0.75を示していることから、感染率と空間利用

状況において高い相関性があると確認できる。

説明変数の項目では、重回帰分析のt値より運

輸の延床面積において有効数値にわずかに達

していないが、目的変数に影響を与えている可

能性があると考えられる。運輸は駅や空港、タ

ーミナルを示す項目であり、先行研究注5）にお

いても駅との関係性は明らかになっているた

め、相関性に繋がる項目として考えられる。そ

の他の項目では、スポーツ施設/宿泊遊興/商業

施設の値で、有効数値には達していないが、運

輸に続き、有効数値に近い値を示していること

が見られた。	
 

	
 容積率/建蔽率においては、t値で可能性のあ

る値を確認することができなかった。	
 

3.2	
 中学生以下感染率と空間利用状況	
 

	
 中学生以下の感染率を目的変数とした分析

結果を（表３）に示す。重相関Ｒの値が0.69

を示し、中学生以下の感染率においても相関性

があると確認できた。説明変数を見てみると、

有効数値に達するt値の値は確認できなかった

が、教育/スポーツ施設/運輸/宿泊遊興の4項目

の延床面積において他の項目に比べ、値が大き

く、感染率に影響を与えている可能性があると

考えられる。	
 

	
 容積率/建蔽率においては、t値で可能性のあ

る値を確認することができなかった。	
 
表２	
 感染率の重回帰分析結果	
 

	
 
表３	
 中学生以下感染率の重回帰分析結果	
 

	
 
	
 

4.	
 まとめ	
 

	
 重回帰分析結果より、重相関Ｒの値を見る上

では、相関性があると確認することができるが、

説明変数の相関性を評価するt値では有効数値

に到達しておらず、相関性があるとは言い難い

結果であった。	
 

	
 この結果は、定点エリアの設定が関係してい

る可能性があると考えられる。定点間の距離が

近く、定点エリア同士の重なりが大きく生まれ

てしまい、その結果、重なりによって重複した

抽出データが多くなってしまったことが要因

になったと考えられる。これにより、感染率と

の相関性に与える影響が弱まり、分析結果で説

明変数のt値が有効数値に到達することができ

なかったのではないかと予想される。	
 

	
 これを踏まえ、定点数に関しても提供して頂

いた数をそのまま使用するのではなく、定点同

士の距離が近く、互いの定点エリアが大きく重

なり合うものは、一つの定点としてまとめたも
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のを分析の際に使用していくことで、エリアの

重なり合いを減らしていくことを考えていく

必要がある。	
 

	
 また、定点を中心とした半径1kmのエリアに

関しても、本稿では等距離円のエリアで設定を

行っているが、実際の歩道や道路を考えた距離

ではなく、詳細に丁を分けていくことができな

かった。そこで、葛飾区の道路網データを使用

することで、歩道や道路を考慮したエリアを設

定していくことが可能になるため、使用してい

く必要がある。	
 

	
 定点エリアの設定において、改善の余地があ

ることが分かった。	
 

	
 本稿では葛飾区を一つの事例として相関性

の分析を行っていたが、今後、新たにもう一つ

対象区を増やすことで、区を超えた空間利用状

況の分析の比較を行っていきたいと考えてい

る。	
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